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MAP キナーゼのうち p38MAPK, JNK, 
ERK1/2 のリン酸化をリン酸化抗体を用いて
測定した。シスプラチン 5μg/mlをワイルド、


































①Prx I KO マウスの酸化ストレスとしての
シスプラチン抵抗性の解明 
















p38MAPK, JNK,ではシスプラチン添加 0, 
0.5, 1, 2時間のリン酸化がワイルドタイプと
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